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論文内容の要旨

本論文では，多段に縦続接続された帯域通過形ハードリミタ伝送系の入力に，正弦波とガウス雑音

が加わった場合の 伝送系の各段および最終段における信号対雑音電力比 (S N 比)およびSN 比改

善効果について理論解析を行っている。本論文の諸結果または，正弦波の代りに，一一定振幅の角度被

変調波を伝送する際の搬送波対雑音電力比特性としても等しく適用できるものである。

論文全体は 7 章から構成されており，各章の内容は以下の通りである。

第 1 章では， リミタ(振幅制限器)に関する非線形解析の概要を述べ，本解析の基礎を明らかにし

ている。

第 2 章では，本研究のモデルとして取り上げた縦続接続帯域通過形ハードリミタ伝送系の構成を示

すと共に，従来リミタに関して行われてきた研究内容との関連性，本研究の目的，意義を述べている。

第 3 章では，本伝送系における SN 比の一般式を導出し，本伝送系の SN 比改善効果を明らかにし

ている。

第 4 章では，雑音特性を明らかにし，本伝送系における SN 比改善効果についての定量的，定性的

説明を与えている。

第 5 章では，本伝送系の最終段の出力がコヒーレント検波される際の SN 比持性について理論解析

を行っている。

第 6章では，本伝送系(非線形系)の SN 比持性と，線形伝送系の SN 比特性を比較すると共に，

本伝送系の応用面についても言及している。

第 7 章は結論で， S N 比改善持性を中心にして，得られた研究成果の総括を述べている。
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論文の審査結果の要旨

宇宙通信方式など新しく発足して来た通信方式において，その伝送系における非線形特性に関する

研究は通信方式における重要な課題の一つである。

本論文は非線形伝送系のモデルとして帯域通過形ハード 1) ミタを使用し，伝送系の出力における信

号対雑音電力比を取り扱ったもので，ここでは正弦搬送波の多段中継を行う伝送系において，狭帯域

ガウス雑音が各段人力に与えられるとした基本的通信系を対象として理論解析を行っている。その得

られた成果を要約すると次のようである。

まず:'， 2 段中継の伝送系における出力の信号対雑音比を求め入力の信号対雑音比との関係を明らか

にし，改善限界を定量的に与えている。さらにこの解析を一般に N段中継の場合に拡張し，信号対雑

音比の持性を得ている。またコヒーレント信号検波器を用いた受信系に対しての同様な解析を行い，

位相同期の効果を明確にしている。本研究を通じて ハードリミタを使用した伝送系は，線形増幅器

を使用した伝送系に比べて，出力の信号対雑音比が改善される条件とその結果が明らかにされている。

以上のように本論文はリミタを使用した正弦搬送波の多段中継伝送系における信号対雑音比の諸持

性を明らかにし，新しい解析結果により， 上記の通信方式の利点があることをノ戸してむり通信工学に

貢献するところが大き p。よって本l論文は博士論文として価値あるものと認める。
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